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る
コ
・
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
を
的
確
に
理
解
す
る
こ
と
が
重

要
と
な
る
。
最
近
は
、
人
間
の
健
康
や
快
適
性
・
生
産

性
の
向
上
を
目
的
に
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
な
ど
を
評
価
す
る

手
法
も
注
目
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
評
価
手
法
は
、

政
府
の
提
唱
す
る
働
き
方
改
革
の
実
現
に
も
必
要
と
な

る
概
念
で
あ
ろ
う
。
二
〇
一
五
年
九
月
の
国
連
サ
ミ
ッ

ト
で
採
択
さ
れ
た
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持
続
可
能
な
開
発
目

標
）
の
二
〇
三
〇
ア
ジ
ェ
ン
ダ
の
目
標
一
七
項
目
の
中

に
も
、
地
球
環
境
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
と
も
に
健
康
と

福
祉
等
が
謳
わ
れ
て
い
る
。

　

近
年
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
や
Ａ
Ｉ
と
い
っ
た
情
報
技
術
の
進
化

は
目
ま
ぐ
る
し
く
、
そ
れ
と
現
行
の
環
境
制
御
技
術
が

如
何
に
協
調
で
き
る
か
が
重
要
で
あ
る
。
一
九
八
〇
年

代
に
は
す
で
に
そ
の
議
論
が
始
ま
っ
て
い
た
こ
と
で
は

あ
る
が
、
未
来
の
建
築
を
語
る
上
で
重
要
な
視
点
と
な

る
は
ず
で
あ
る
。
建
築
環
境
に
起
因
す
る
コ
・
ベ
ネ
フ

ィ
ッ
ト
の
エ
ビ
デ
ン
ス
収
集
と
そ
の
分
析
結
果
の
公
表

に
よ
っ
て
、
コ
・
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
に
関
わ
る
ア
イ
デ
ア

の
信
頼
性
が
大
き
く
増
す
こ
と
に
な
る
。
建
物
の
室
内

環
境
の
良
し
悪
し
が
執
務
者
に
与
え
る
影
響
は
大
き
い
。

中
長
期
の
未
来
予
測
は
、
未
確
定
要
素
が
多
く
あ
る
た

め
難
し
い
も
の
で
あ
る
が
、
今
後
の
少
子
高
齢
化
や
ダ

イ
バ
ー
シ
テ
ィ
と
い
っ
た
人
間
側
の
変
化
と
、
建
築
を

支
え
る
技
術
や
社
会
イ
ン
フ
ラ
の
進
化
を
想
定
し
た
ア

ク
シ
ョ
ン
が
求
め
ら
れ
る
。
そ
れ
ら
の
変
化
を
受
容
す

る
こ
と
の
で
き
る
環
境
建
築
の
実
現
が
、
プ
ラ
ス
遺
産

（
正
の
遺
産
）
と
し
て
の
良
質
な
社
会
ス
ト
ッ
ク
形
成

の
た
め
に
も
不
可
欠
な
フ
ァ
ー
ス
ト
ス
テ
ッ
プ
で
あ
る
。

昔
前
ま
で
は
「
省
エ
ネ
」
と
い
う
と
何
だ
か
や

っ
か
い
だ
と
い
う
こ
と
で
目
の
敵
に
さ
れ
て
き

た
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
今
で
は
人
間
に
対
し
て
優
し
く
、

ま
た
地
球
環
境
に
対
し
て
も
十
分
に
配
慮
し
た
環
境
制

御
計
画
が
重
要
で
あ
る
こ
と
は
言
を
俟ま

た
な
い
。
パ
リ

協
定
に
お
い
て
日
本
が
提
出
し
た
約
束
草
案
の
実
現
の

た
め
に
は
、
民
生
部
門
で
二
〇
三
〇
年
ま
で
に
温
室
効

果
ガ
ス
排
出
量
を
約
四
割
削
減
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

る
た
め
、
更
な
る
住
宅
・
建
築
物
の
省
エ
ネ
化
の
促
進

が
必
要
と
な
る
わ
け
だ
。
二
〇
一
八
年
七
月
に
は
、
第

五
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
が
閣
議
決
定
さ
れ
、
将
来

を
見
据
え
た
新
た
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
方
向
性
と
し

て
、
脱
炭
素
化
に
向
け
た
あ
ら
ゆ
る
可
能
性
を
追
求
す

る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。Ｚ
Ｅ
Ｂ
（
ネ
ッ
ト
・
ゼ
ロ
・

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
ビ
ル
）
も
大
き
な
話
題
だ
。

　

一
方
で
建
築
の
省
エ
ネ
化
と
同
時
に
極
め
て
重
要
な

の
が
、
建
築
空
間
内
で
過
ご
す
居
住
者
の
快
適
性
、
健

康
性
、
知
的
生
産
性
で
あ
る
。
居
住
者
を
中
心
に
空
間

性
能
を
評
価
す
る
際
に
は
、
そ
の
空
間
の
規
模
や
用
途

を
は
じ
め
と
す
る
特
性
に
加
え
て
、
居
住
者
の
生
理
的

な
状
態
や
心
理
面
に
つ
い
て
も
考
慮
す
べ
き
だ
。
Ｚ
Ｅ

Ｂ
化
は
、
Ｅ
Ｂ
（
エ
ナ
ジ
ー
・
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
）
の
み

を
考
慮
し
た
の
で
は
投
資
回
収
年
数
が
長
期
化
す
る
た

め
実
現
に
大
き
な
課
題
が
残
る
。
試
算
に
よ
る
と
人
件

費
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
費
の
約
一
〇
〇
〜
二
〇
〇
倍
に
も
相

当
す
る
。
Ｚ
Ｅ
Ｂ
化
に
伴
う
健
康
・
快
適
、
安
全
・
安

心
、
知
的
生
産
性
向
上
、
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
性
能
等
の
Ｎ

Ｅ
Ｂ
（
ノ
ン
・
エ
ナ
ジ
ー
・
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
）
い
わ
ゆ
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